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ア リ ス トパ ネー ス の 「平和」 に つ い て

糸田　 川　　？旬　
：

吉

序

Xo ．　h「凶 で 〜辷v δ
1
　c｝t）ctτOt⊆

　　 Ctbη　r6v　hδDv　v6 μov ，

　　 δLα σlco7icbv 　6δe μex　1

　　 τ（｝t⊆ An 　pv［LX⊆」【μπ 歪λou ⊆．

　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

　 　 a π επ α しVOU σ tv η
一

δT1　　　　　　　　　　　　　　　　　（1／59 −64 ）

（蝉 が 甘 い 唄 を

聞か せ る 時，

レー
ム ノ ス の 葡萄 畑 を

見 て ま わ る こ と は 楽 し い こ と，

葡萄 が熟 れ た か を 見 に，）
1

　 「平 和 」 の 上演 は ， 421 年 の 春 の 大 デ ィ オ ニ ュ シ ア 祭 で ，他 の 二 人 の 競

演 者 エ ウ ポ リス （作 品 ：追 従者 ，
一 等賞 ）、 レ ウ コ

ー ン （作 品 ： プ ラ ー テ

レ ス ， 三 等 賞） で ， 「平和 」 は 二 等 賞で あ っ た ． 時あ た か も， ペ ロ ポ ネー

ソ ス 戦争 が 両 軍 の 総 帥 ク レ オ ー ン と ブ ラ シ ダ ー ス が ア ム ピポ リ ス の 戦 闘で

1　コ ロ ス に よ る 田 園 賛歌 （1159
−64） ，

　
“
ein 　wunderbares 　 Bild 　 friedlichen　 Landl ．ebens ．

”“
eines 　 der 　 sch6nsten 　StUcke

　 aristophanischer 　Poesie
”
（M ，　Landfester ，　Ilandlu 　ngsverl α uf 　und 　Komile 　in　deπ F7 鋤 6 π

　 Komb
’
dien　des　Aristophanes，　p．190 ，　Walter 　de　Gruyter ，　Berlin ，1977 ）
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斃れ ，停戦 和 平 へ の 動 きが 一 気 に加 速 して ． ニ ー キ ア ス （ア テ ナ イ方） と

プ レ イ ス トア ナ ク ス （ス パ ル タ方 ） 間 に ， ニ
ー

キ ア ス の 講 和条約が 締結 さ

れ る 直前 の こ とで あ る
2
、 こ の 時期 に 書 か れ た 作 品だ け に ， 作 品か ら受 け

る 印象 は極 め て 明 る い ， 因 み に ， ア リ ス トパ ネー ス は戦 争 をテ
ー

マ に した

作品 を三 点残 して い る ．一 つ は 「
．．
ア カ ル ナ イの 人 々 」で 425 年 ，大 デ ィ オ ニ コ 、

シ ァ 祭 で 上 演 ，
一 等賞 を得 た． 第二 は 「平 和 」で 二 等 賞 ，第三 は 「女 の 平 和」

で 上 演 年 代 ，受 賞 に つ い て は 不 明 で あ る ． 「ア カ ル ナ イ の 人 々 」は ，主役 デ イ

カ イオ ポ リ ス （正 義 の 都市 の 意 ） で ，ア ッ テ イ カ の ア カ ル ナ イ地 区の 農民，

「平和 」 の 主 役 は ア ッ テ ィ カ の ア トモ ネ ー 地 区の 葡 萄作 りの 農民 で あ る ．

前者 は 単 身ス バ ル タ に 乗 りこ ん で 和 平 交渉 を， 後者 は こ れ も単 身， 天 界 に

糞黄金 虫 に乗 っ て 赴 き， ゼ ウ ス に 平 和 を 申し入 れ る と い うもの で ， コ ロ ス

2 ニ キ ア ス の 停戦 は 、トゥ キ ュ デ ィ デ ス の 「ペ ロ ポ ネ ソ ス 戦争 史」 に 次 の よ うに 記 され て い る ．

　 IIλELu τ・ dV α ξτと 6n α 廴・σ α vt ・ U βα σ L一

　 λεi，
⊆ A α K εb α 1μ・ v 〔‘ρ Vl （α iN 巳K 〔α ψ N ［KT 〕q）rkτ ・ u パ π λεiσ τ α T の v

　 ・6τど ε  ゆ μεV 。⊆ εV σ τQ α τηγ〔α ・9，）π ・从 ψ δh トtatx λ・ V π Q・ V 一

　 θ叩 oDVTO ，．．．＿　
・；　V ．　XVI ．｝

　 11ラ ケ ダ イ モ ン モ パ ウ サ ニ ア ス の 子 プ レ イ ス トア ナ ッ ク ス と ニ ーケ ラ トス の 子 ニ ーキ ア ス が

　 以 前 よ りもは る か に 積極的 に 和平 論を提唱 し た ．）

　 K α L τOV τ C 　X ［ LVCPVex 　TOVTOV

　 角σ α v と λ6You ⊆ K α h96 ⊆ τ6 εα 9 （iib ］1　Kexe α σ 】（εvぬ　T ε　T ［gO一

　 επ α V ε皿 〔σ θTl　d π b τ飢 ・A α K εb叫 t・ V 〔ω V π ε9 【α YY ε八AouSvn 　1（eXTbv

　 TZ6 λε L9　tb
’
　c 〈Lg＞iπ Lτε LXL σ P6v ，6π ω ⊆ oiA θηv α しOL トLδt，N入ov 　E’σ 一

　 α KobotEV ，
　K α V 額 ε Lb 解 K ・a・V 　qvv6b“ ）〉 卯 α π 。λλ砿 b耻K α しd1σ 賦

　 冗 ρ0 εV ε￥K6V τω V 血λλめλOL ⊆ ξW ε 瓦ω 9εiτ od ラσ T ε 齪 虚 丁ε90 し

　 TiOλEF〔P 歪σxov 　a πo δ6vτexg τhvε廴〔〜ihvηv 　T［OLε1σ OeXt，　．．．．．．（V 　XVI ）

　 （こ の 冬期 を通 じ，や が て 春に 入 る 頃 まで ……
両 者歩み よ っ て，各 々 戦争行 為に よ っ て 占領

　 した諸領地 を相手側 に 返還す る こ とを条件 に，平和条約 を結 ぶ こ とに 合意 した．）

　 6 δ
’6QKO ¢ σ τ ω 6b ε

’”£
陣

ε輸 τ α i≠ Uv −

　 e’h… x ・C　K α

’
L ・ cxlg σ π ・ vb α匚⊆・α廴σ δ・ δしicex　i（・⊆　icaL　aδ6λω C．

”
（v 　XVIII）

　 （宣 誓文 は 次 の ご と く定 め る
一
こ の 協 定 と 平 和 条 約 の 条 文 に，偽 心 な く、誠 意 を も っ て 服 す

　 る こ と を誓 う．」）

　 AO τα L α 1σπov δα 頃 ・Svovτo 　TEiNεuτ〔：〕v τ oq τ of ，　X ε L卜1abvog

　 邸 α ら晒 鹸 八1。 vvai （・〕v 　Ei）θOg　・zd ，v 　rkcrτ Li｛clJv，　oci），τ6bεicα　tτcliv

　 bLε八θ6V τω VK ・xh 、μεQの V6 λ こY ω V π α 9 εV ε、
・1（OU σ のvh 賦 τb

　 π 凶 τ ov 　flε〔弔0 λh
．
醇 ⊆ τflv八τ T 匸lcf1V　lcctL　T

’
1　．NQ ）cfl　［EoD 　Tlo λEptOv

　 τ 00 δt
一
ε ytvETo ．（V．　XX ）

　 （こ の 平 和 条約 が 成 立 し た の は冬 も終 わ り春 に 入 っ た こ ろ ，ア テ
・一

ナ イで は 市内 の デ ィ オ

　 ニ ュ、一シ ア 祭 が催 され た 直後 で あ り，年数 を 数 えれ ば ，最 初 に ア ッ テ ィ カ 領上 へ の 侵攻 が お

　 こ なわ れ 今次 の 大戦が勃 発 し て い ら い ．ち ょ うど 10 ヶ 年 と 数 日を経過 して い た．）

　 （以 固 よ久保 1卜：彰訳 に よ る ）
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に い た っ て も，前 者 は 炭焼 きの 老人 ， 後 者 は 農 民 と い っ た 具合 で ， ほ ぼ 同

類 で ある が ，「女の 平和」 は ，主 役が ア テ ー ナ イ の
一

女性 ， コ ロ ス は ア テ
ー

ナ イの 老 人 と老女 ，
内容 は ア テ

ー
ナ イの 男性 の 不 甲斐 な さに 痺れ を き ら し

て リ ュ シ ス ト ゥ ラ テ
ー （軍 を解 く女の 意）が 性 ス トラ イ キ とい う奇想天 外

な計 画 を たて ， すべ て の ギ リ シ ャ 女 性 に 呼 び か け て こ れ を実行 し，男性 の

積極 的 な和平 実現 を 促 す と い うもの で あ る ．

　 ア ッ テ ィ カ の 葡 萄 作 りの 農 夫 トリ ュ ガ イ オ ス 駅 「収 穫 す る 」 と い う

Tgu γ改ω か らの 作者 の 造語 ）は，糞黄 金 虫 （κ 改v θα go⇔又 は ．黄金 虫舟 （142 ），

あ る い は 馬黄 金虫 （182 ）（馬 は ペ ガ サ ス （HllY α σ α ⊆） に 因ん で 付 け加 え

た もの ） に 打 ち乗 っ て ， 天上 に赴 き， ゼ ウ ス と直直談 判 して 平 和 の 女神像

を地 上 に 持 ち帰 ろ うとす る ， 糞黄金 虫 を登場 させ る に は種 々 の 意味が こ め

られ て い る 、 作者 は
，

エ ウ リ
ー ビ デ ー ス の 悲劇 ベ レ ロ ポ ン テ

ー ス （現存せ

ず ） の 主 人 公 ベ レ ロ ポ ー
ン が 天 馬 ペ ガ サ ス を 駆 っ て ， ゼ ウ ス の 不 条理 な業

に 抗 議 す るべ く天界 に 赴 く件 り，又 ，ア エ ソ ボ ス の 寓 話 の 「鷲 と糞 黄 金 虫 」，

こ れ は 鷲が 糞 黄金 虫 の 願 い を聞か ず， 兎 を殺 した こ とに 腹 を立 て て ， 天上

に 翔 ん で い っ て ゼ ウ ス の 懐 の 巣 の 中 の 鷲 の 卵 を放 屁 し て 落 とす とい う話，

更 に ． デ ー メ ー
テ

ー ル の 娘 ペ ル セ ポ ネー が ハ
ーデ ー ス に よ っ て 冥 界に 監 禁

さ れ た の に 立 腹 した 母 は 地 上 を不 毛化 した ． こ れ に は ゼ ウ ス も困 り果 て ，

ヘ ル メ ー ス を地下 界 に や っ て ペ ル セ ポ ネー を 連 れ昃
：す と地 E は 再 び 豊 穣化

す る ． こ れ らの 神話 を念 頭 に 置 い た もの と思 わ れ る ． ゼ ウ ス へ の 抗議 とい

う点 で は ，三 者 …致 して い る ．平和 の 女神 を連 れ て トリ ュ ガ イオ ス が 地 上

へ 戻 る と ， 又 ， 地上 は 五 穀 砦穣 を取 り戻 す ．

　 ゼ ウ ス は ， ギ リシ ャ が 再 r に わ た る 停戦和 平の 機 会 を無視 して 戦 い を続

行す る （211 −2） こ と に 業 を煮 や して 居 を更 に 天上 に移 して 不在 ， こ の 間，

戦 争 （神） に 業務 を 代 行 させ る （180 −220 ）． 戦 争 （神 ） は 万 人 の 喜 び な

る 平 和 （の 女 神像 ） （296 ） を 岩屋 に 閉 じ こ め s 全 ギ リ シ ャ を摺 鉢 に投 げ

入 れ て 摺 りつ ぶ そ うとす る （221 −288 ）．戦 争 （神） の 不 在 の 間 に ， トリ ュ

ガ イ オ ス は
T

ア ッ テ ィ カ の 農 民 を 含 む ．全 ギ リ シ ャ 人，職 人な どを集め て ，

3TQu γα Loく AO μov ε6ζ諌 トLUEAOvQlie ）g　bEetO ⊂ （1　9．　0），（ア トモ ネー
区 の トリ ュ ガ イ オ ス ，上 予な

　 ブ ドー作 り）ア オ モ ネー区と は ア ブ
’
ネの 北 西 ・1 〜 5 マ イル に 位 置す る ア ッ テ ィ カ の 市区．
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・

女神 を引 きだ そ う とす る が ， 足 並 み が 揃 わ ない （289 ・508）． 結局 は ， 農

民 の み の 力で 女神 像を 引 きだす （509
−19 ）．平和 の 女 神は オ ポ

ー
ラ （秋の

実 りの 姫）と テ オ
ー

リ ア （祭 の に ぎわ い の 姫 ）の 二 姫
4’5

を伴 う （520・532）．

ヘ ル メ
ー

ス の 命で ， テ オ ー リ ア は 民 会 に 引 き渡 し ， トリ ュ ガ イ オ ス は オ

ポ
ー

ラ と結 婚 す る こ と に な る （533 −728 ）． パ ラ バ シ ス 1 で は
， 作者 が 自

分 の 作 品 が ，他 の 競 演 者の もの に 比 べ て 如何 に 優 っ て い る か を コ ロ ス が 観

客 に 向か っ て 訴 える 自画 自賛 で あ り，パ ラ バ シ ス II は ，平和 回復 の 喜 び や ．

戦 場 に 駆 り出 され る 農民の 悲鳴 な ど （729 −81，1127
−1190 ）． 平和再 来 の 今，

トリ ュ ガ イ オ ス 対 鎌 造 り． 武 具武 器 造 り，戦 争 商 人 ， 更 に ， 占い 師 ヒ エ ロ

ク レー ス ， 二 人 の 将 軍 （ラ ー
マ コ ス ， ク レ オ ー

ニ ュ モ ス ）の 子 供 との 滑稽

問 答 （1197 −1310 ）が 続 く． 最 後 は 、 トリ ュ ガ イオ ス と オ ポ
ー

ラ姫 の 婚礼

の 宴 と歌 と踊 り （1311 ・1367 ）で 幕が お りる．

　本論で は ， ア ッ テ ィ カ 農民 を代表す る 葡萄作 リ トリ ュ ガ イ オ ス に よ っ て

語 られ る 戦争 と平和 と は如 何 な る もの か． 特 に， 農民 に と っ て の 意義 を作

品 の なか に 探 ろ うとす る もの で あ る ．

1 戦 争 と は

　 戦 争 を平 和 の 対 立 概 念 と捉 え て い る ．

　 ト リ ュ ガ イ オ ス は ア ッ テ ィ カ 農民代表者で あ りT
ゼ ウ ス か ら平和 （の 女

神 ） を奪 回す る 全 権 委 員 と して ， 敢然 と し て ， こ れ もま た ゼ ウ ス を も恐 れ

ぬ 気概 を持 つ 糞 黄 金 虫 に 打 ち乗 っ て 天 界 へ と飛 翔 す る の だ が ， ゼ ウ ス は ギ

リ シ ャ 人 の 和 平 へ の 意 欲が 見 えぬ の を腹 に す え か ね て ， 更 に （つ ま り人 間

ど もの 声 の 届 か ぬ 所 ）へ と神 々 を引 きつ れ て 居 を移す の だ が ， 本心 は ， ギ

4 二 姫 オ ポ
ー・

ラ （秋 又 は 収 穫 の 意 〕 と テ オ
ー一

リ ア 〔祭 に 行 く こ と，祝 祭 日の 意 ） は収穫 の 化

　 身 と 祝 宴 の 擬 入 化 〔die　Personifikation　dex　Ernte，　die　Pers （mifi （：alion 　des　Festes ） 〔M ．

　 Landfester．　Hnndlungsver 】nuf
，
　p ．173 ）

5 平和 の 女神 と 女神 が 伴 う オ ・S
’
　
・一

つ 姫 と ナ オ ー rJ ア 姫 は．1平和 」 に 登 場 す る 中 心 的 役割 を 果

　 た す 三 女性で あ る 似 外 に な い ）．三 女性 と も 口 をき か な い と い う特 色 を 持 つ ．こ の 」 女 忖

　 は （農業 の ） 豊 穣 と 平和 に 欠 か せ な い も の の 象徴 で あ る （参 照 ：L．K ．　Taaffe，月 ガ∫’o帥 砌 85

　 and 　TVomen ．　p 、39 ．　Routl Ωdge ，　London ＆ NewYbrk ，1994 ），
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リシ ャ の 平和 を希望 す る と い うよ りも，
む しろ

， 平和 の 回復 をひ きの ば し
，

更 に ． 戦争の 続行 を 意 図 して い る と 受け と め る こ と が で きる
6
． そ れ は ，

ゼ ウ ス は 　館 を移 す に 際 して ， 人 間界 の 支 配 を戦 争 （神 ） に 託 した とい う

事 実が 物 語 っ て い る
7
． 戦 争 （神） は ギ リ シ ャ の 支 配 権 を委託 さ れ た か ら

に は
， 戦争 を続行 させ る こ とが ゼ ウ ス へ の 義務 と なる ．

　 次 に 戦争 （神 ） は平和 の 女 神 を岩屋 に 閉 じこ め る とい うこ とで あ る が ，

こ れ もまた ，停 戦 和 平 は 愚 か ，戦 争 の 続行 を意味 す る ． ゼ ウ ス の 意志 は，

戦 争 （神）に よ っ て 成就 され る の で ある ． ゼ ウ ス は 平和 の 女 神 を掘 り出す

とこ ろ を つ か ま っ た 者 を死 刑 に した （371
−2） とは平和 を敵対視 す る 者の

行 為で あ る ．

　「人 間 よ ， す ぐ さ ま． お 前た ち を ひ ど い 目 に あ わ せ て や る 」
B

と言 っ て

戦 争 （神 ）は， 全 ギ リ シ ャ の 全都 市 を摺 鉢 に投 げ 入 れ て ， 摺 りつ ぶ そ うと

す る ． こ れ は ， ギ リ シ ャ 人 を徹 底的 に 戦 わせ て 破 滅 さ せ よ うとする 魂胆 で

ある ． 禍 に満 て る （ギ リ シ ャ の ）人 間 （f390τ ol　no λv τλτ1　ptovεg）は， メ ガ

ラ （に ん に くの 生 産地 で あ り、 ア テ
ー

ナ イの 敵方）
9
， ラ コ

ー
ニ ア もシ ケ リ

ァ （チ ー ズ の 産 地 ） も， ア ッ テ ィ カ （蜂蜜 の 産地 ） もラ ケ ダ イ モ ー ン （ス

パ ル タ） も無 差 別 に摺 りつ ぶ そ うとす る ． そ して ， 擂 粉木 と は ，即 ち， ア

テ ー ナ イ の ギ リ シ ャ を ひ っ か きま わ し た 革屋 （6 βUQ σ o π d）λ解 ，
6g　tKabKOt

G　
【
EQ ： 6τ Lf｝？て〇八εト1clv　t〕QEivO

『
毛K ヒ｛v ω v π o ・M ［i1Ct9

　 　 　 σ π ovtu ⊆ mLO ●v τω v
・
（211 ・2）

　 　 　 （お前 た ち は 皆戦 い の 方 を選 び つ づ け た か ら だ．神 々 が 屡 々 休戦 させ よ う と 努め た の

　 　 　 に ．）

了　
「
EQ ：　

”
EA 八ησ LV　6Q「ぺσ e舌V τε匚．　Eiτ

’
S’V τ cxD θ［x　y建 v

　 　 　 τV1 角σ α V α ・τ oL τ6V 「16A εμC〕V ・rcα T 〔ρKL σα V，

　 　 　 u μ直‘n α Qα δ6vτ Eg δ⊆P盈v （えτεxvd 冫⊆ 6TL βOl ）λε 1：CXL
’
　（205 −6丿

　 　 　 （彼 等 は ギ リ シ ャ 人 の こ と で 腹 を 立 て て い る ．そ れ で ，彼等 は， こ れ まで 生 活 し て き

　 　 　 た 館 に 戦 争に 棲 ま わ せ て ，お 前 た ちを彼 の 思 い の まま に 処理 させ た．）
8　nu ：　‘の βQe τ oi βQO τ0 ヒβQOτ oL 　7io ？tvτ ，ITIpoVεg、

　 　 　 ・わ⊆ α 厩 LKα μ盈λα ・砿 、
〜 dO ・ u ⊆ 畝 判 σ Eτε．（236 ・7）

　 　 　 （お お ，人 間 ど も よ ，人 間 ど も よ，禍 多き人 間共 よ．強 烈 な チ ョ ッ プを受 け る こ と に

　 　 　 な る ぞ ．そ れ も 間 も な く だ ．）
9 ］lo ： db　MtYaQ ［x　ME ’

γaQ
．
○ ⊆ επ Lτ肛 Q〔ψεσ 91 α 煎 〔K α

　 　 　 δ［7TCIξdiTlexVTex　K α τα ト⊥εドu ττ L ｝τε u トtSv α ．　（2 〆16−7）

　　　 （メ ガ ラ よ、お 前 は す ぐに 潰 され て し ま うそ，そ れ も徹底的 に だ．ペ ー
ス トに さ れ る ぞ．）
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τflv　E λλ面 α ） （270 ）， つ ま り，
ク レ オ ー ン の こ と で あ る ．戦 争 （神 ） の

筆頭 従 者 （家 臣 ） は ア テ
ー

ナ イの デ マ ゴ ー グ で あ り， 強硬 な 卞 戦 論者 ク レ

オ
ー

ン で あ る ．

　ゼ ウ ス は ， ギ リ シ ャ 人 の 和 平 実 現 を 一 日一は 期待 した が ， そ の 見 込み が な

い と こ れ を断念 し，諸 神 を率 い て 再 び 犬上 へ と居 を移 した ． ゼ ウ ス は
．
好戦

者で あ る ． 平和 を望 み は す る が ， 戦 い を平和 の 手段 と考 えて い る の か も知

れ な い ． 今 回 は
，

い っ そ の こ と 人問 （ギ リ シ ャ 人　 主 に ア テ
ー ナ イ 人）

をつ っ ぱ ね て ，戦 争 を続 け させ ，そ の 反応 を見 よ うと した と も考 えら れ る ．

更 に 天 上 に移 る こ と は ， 人 閾共 の 声 の 届 か ぬ 所 で ， 人 聞 共 の 泣 きご とや 哀

願 の 聞 こ えぬ とこ ろ へ の 移転 を意 味す る ． 又 　トリ ュ ガ イ 1 ス が 平和 の 女

神 を連 れ て 地 Eに帰 還 す る べ く糞黄 金 虫 を探 す が ， ゼ ウ ス は T
こ れ に 戦車

を引 か せ て 雷 を運 ば せ て い る （723 ）． こ れ は ゼ ウ ス が 別 の 戦 い の 場 を探

して い る と も とる こ とが で きる ， そ して ， そ の 間， 戦 争 （神 ） に 人 間の 戦

い を最 も過酷 な形で 継続 させ ，痛 い 口に あ わせ よ うとす る ． だが 平和 を望

む ア ッ テ ィ カ 農 民 は こ の よ うな ゼ ウ ス の 真 意 を解 し得 な い ． ゼ ウ ス は 戦争

の 責 任 をす べ て 戦 争 （神 ） に お しつ け て ギ リシ ャ 人 を徹底 的 に 戦 わ せ よ う

とす る極 め て 無 責任 な 戦 争煽 動 者， 平 和 を斥 け る 平和 の 敵対者 と と らえて

い る の で ある ．

　戦 争 は 飢 餓 の 象徴 で あ る ．

　天 上 界 （神 界） の 飢 餓 ．

　 トリ ュ ガ イ オ ス が ゼ ウ ス の 館 に 赴 くと ， ゼ ウ ス は 留守 で ヘ ル メ ー ス は 道

具 番 を して い る ． ヘ ル メ
ー

ス は 不 機 嫌 で あ る ． 其の 理 由は 空 腹 に あ る ． だ

が ， トリ ュ ガ イオ ス の 持 参 した 肉の 上 産に
一
転 して 上機 嫌 と な り． そ れ か

ら は ， トリ ュ ガ イ オ ス の 用 件 を聴 き，彼 の よ き助 言 者 と な り， 又 肋 力 を

惜 し ま な い
10
． こ れ は ， 戦 争 が もた らす 飢餓 が 地 上 ば か りか 神 々 の 棲 む天

界 に まで 及 ん で い る 証左 で あ る ． こ の よ うな情況で は神 々 の 人 間 界 の 支配

が 農 民 に も よ き もの と して 及 ぶ 筈 は な い ． （衣 や ）食 が 足 りて こ そ ， 神 々

lO
「
EQ ：　11Ka ζ bt　K α τ α τ 〔7

　 rQ ： τ et　KpScx 　Texv τt　uo し v
’
　Egω v ・
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の 意志 は よ り能 く実現 され る もの と思 わ れ る ．

　地 上 の 飢餓．

　農 夫 トリ ュ ガ イ オス が 糞黄 金虫 に また が り飛 びた と うとす る の を見 て 二

人 の 娘が ， 「海 の 深み に 落 ちれ ば い かが し ます」 （140 ） とい っ て ， こ れ を

制す る ． 父 は お ま ん ま を欲 しが っ て い る 娘 を残 して 出 発 す る
11
． 食糧 を生

産す る 農夫 で さ え も食 に こ と欠 く有 様 そ れ は ， ス パ ル タ兵 に田 畑 を荒 ら

さ れ ， ス パ ル タ 兵 に 陸路 を絶た れ て 生 産 され た穀物 な どの 輸送が ま まな ら

ず ， 果樹 もま た ス パ ル タ軍 に よ っ て 切 り倒 され 焼 か れ た た め で あ る ．

　又 ， 「兎 の 肉 を鱈腹 喰 え」
12

と ト リ ュ ガ イ オ ス は 婚礼 に 招 待 さ れ た 農 民

に 言 う． 宴会で あ っ て も肉が 卓 E に乗 る こ とが稀 に な っ た こ と も食糧 不 足

を物語 る 一 齣 と と る こ とが で きる し， また ． こ れ もス パ ル タ兵 侵 入 の た め

に 狩 猟が 思 う よ うに 出 来 ない こ と を示 して い る の で あ る ．

　 平和 の 女神 を岩屋 か ら引 きだ そ うとす る と き，
一
平 和 を願 うもの は 元 気

よ く引 け 」 （498） と トリ ュ ガ イ オ ス が 励 ま して も空腹 の た め メ ガ ラ 人
13

は カが 入 らな い ， ア ル ゴ ス 人 も同様 ， 又 ， ピ ュ ロ ス の 捕 虜 （ス パ ル タ 方）

も加 わ っ て い る が 「木 に 齧 りつ い て い る 1　 （479 ） とい っ た 状 態 で ， 力が

入 ら な か っ た り引 く方向が まち ま ちで （こ れ は 彼 らが ア テ
ー

ナ イ方 に つ く

か ，ス パ ル タ 方 に つ くか ，あ る い は ， ど ち ら に もつ か な い こ とを示 す もの ）

E 〔〜：　 d）δεコへα K 曾沿 v π axq 角λ0 ε⊆；

Tg ：　の Y八10Xρω v　6Q齦

　 　 　 cbg 〔〕f川（ピτ

1
εiVα 1σ OL δOK 〔b μtα Q〔tncl’tog ；

　 　 　 ie【 vuv ］（4八しσ 6v ト10t 　TOv △〔．　〔工92 −3 ｝

　 （ヘ ル ： そ れ で ，何の 用 で こ こ へ 来 た の だ，

　 トリ コ ： こ の 肉を お 前 さ ん に あ げ る た め だ ，

　 ヘ ル ：　 よ っ こ そ ．こ や つ め ．

　 ト リ ．ユ ： こ び）ガ ツ ガ ツ 屋，そ れ じ ゃ 俺 は ．もう
．．
卜衆 じ ゃ な い な．さ あ，ゼ ウ ス を呼 ん で こ い ．）

UT9 ： bo とd「σ CXL 　Eσ τ ロ c6pon
、　TO 　b1　iτ TiiuFt 〔〕v 歳X〔，・

ドα 帥 μ
iv，

　 　 　 1「v ‘1（
1
ど辷v α 廴τ i（

7n
τ

’
匸 9τ ov π ‘蒐π π α v

ト腫
K α λ⊂1‘，σ α し　（119 −20 ）

　 　 　 （い い か い ，娘 た ち よ，だ が ，実 を 言 う と，お 前 た ちが わ し に バ ン を ね だ っ て．とっ っ

　 　 　 あ ん と呼 ば れ る 時 に x・，い つ も辛 い よ 1
12f 夏】π ？o τ oi ）ZELvthvl

’
［g 外」β瓜λλεσ θε τω v λα Y〔Oω v

・1：1312 ・3）

　 （さあ，今まで ひ もじい 思 い 悩め る 者 ど もよ、兎 の 肉 を鱈腹 食べ る が よ い ，＞
13　Tv ： ・ i・δ 。 t　M 是Y α Qη〈 δ  σ

1
・むδεV ξ入1（・ V σ LV 　b　

1
　6μ｛．og

　 　 　 γλ Luxg ［5τ cxτ Ct σ α 〔〜Kd こov τε⊆ ‘三，σ π εQ　Kuv 〔blα 一
　（481

−2）

　 　 　 （メ ガ ラ の 者どもも埒 か あが らない ．まだ，小犬 の ように 骨 を齧 りな が ら引 っ ぱっ て い る ，〉
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あ っ た りす る ．こ れ も また ，飢 餓の
一

齣．（ペ リ ク レス の 対 ス パ ル タ 戦 略 は ，

陸 上の 覇権 は ス パ ル タ に 譲 り， 自国は 海 Eを制す る こ とに あ っ た． こ れ は

功 を奏 した が ， 反 面 ， ア ッ テ ィ カ の 十 地 は ス パ ル タ軍 に 荒 ら さ れ ， 陸 路 は

絶 た れ ， 多分 に 輸 入 食糧 に頼 っ て い た ア テ
ー

ナ イの 食糧事情 は 険悪 な もの

とな っ た ．）

一
国 の 市や 町や 邑 の 市場 に 並 べ ら れ て い る 品 を見 れ ば そ の 国 の 食糧事

情 は 一
目瞭 然． 食糧 の 品 薄の た め に 民 の 嘆 きの 声が 聞 こ える ． メ ガ ラ の に

ん に く， 胡瓜 ， 果 実 ， ボ イ オ
ー

テ ィ ア の 家 鴨 な ど 肉類 が何 れ を と っ て み て

も庶民の 手 の 届 か ぬ もの と な る
14
，食糧 を生 産 す る 農民 と て 例 外 で は な い ．

ひ も じ さ を訴 え る ト リ ュ ガ イ オ ス の 娘 た ちの 声 が痛 ま しい ．

農民 が 強い ら れ る 犠牲 ．

　再 三 述 べ る こ とで あ るが ，
ス パ ル タ軍 が ア ッ テ ィ カ に 侵入 して 農地 を荒

ら し， 果樹 を伐採 して こ れ を焼 き
IF°
， こ の 戦 争 の 最大 の 被害者，犠牲 者 は

農夫，葡萄作 り，無花果の 栽培者 で あ っ た
16

又 ．こ の よ うな犠 牲 は ．ア ッ

14TQ ：　｝（cxl τhv‘えYu 〔〜‘遊v ↑1F−tiv　d∫γα θの v

　　　 t卜iR λnσ ofiv叫 μ£ Y 益λω v σ K ・ Q6bu ］v ，

　 　 　 σ L1くbω V π Q （bω V．凶λ‘」 V ，  〔エ・V ・

　　　 5t。 〔1入OLσ t　Xλα V 【σ K：tb ｛C・，V 　PLLKOCI）V
−

　 　 　 ■CiNLc　Bo ｛COTdbv 　Y ε 〈）EQovτ cxg 　Lbt
’iv

　　　 xflvag 　v 自ττα ⊆φcSLvexg τQoxiλou ；
’

　　　 Ktxl 　K ω π 4bω v　S．λeεLv　crπ u ρ匚δexg，（999−1005）

　　　 〔わ れ ら の 「打場 を賜物 で 満た した まえ．メ ガ ラ の に ん に く，甲 な りの 胡瓜 ，林檎．石 榴，

　 　 　 我 々 の 奴隷 用 の 毛 の 上 っ ば り，そ れ か ら，ボ イオ
ー

テ ィ ア か らの 鵞 鳥 と家鴨，鳩 に 嶋 ，

　 　 　 そ れ か ら，コ ーパ イ ス の 鰻が篭 い っ ぱ い に や・
っ て きて ．）

15
「
Ee ： （bg　b

’
　a π α 4’　

”
τb　fiQdeTev 　cin（・しガ

厂
帥6φησ εv 邸 π ε八・ C

　 　 　 K α iπ 〔θ0 ⊆ π ληγεし⊆ 脈
169Y

自⊆ ｛κVT ε八・えK τ tσ 匸 V π 〔e ω 、

　　　 o亡KE τ

’
fivot♪cb εlg　6　Zc．x［，ff“，Vs 　fibEδ

’
η（↓）crv ｛at’τ（）・（612・4）

　　　 （そ れ か ら，最 初 に 葡萄 の 木 が ，ど う し よ う も な くパ チ パ チ と 燃 え 始 め 怒 り の た め に

　　　 酒 瓶 か 酒 瓶 を蹴 飛 ば し，誰
一

人 1二 れ を II
・．め る 者 は な い の で ， こ グ）女神 さ まは 姿 を 消 し

　 　 　 た の だ ．）

16
“
at 　last　it　is　seen 　that　the   nly 　people 　who 　are 　honestly 　pulling ，

　with 　one 　mind 　and 　no

　 thou 窰ht　of 　anything 　elso ，　a 」℃ the　husband 皿 en 　　魚 rmers ，　ville
・
growers ，　o ⊥ive−gruwers ，

　 and 　tlle　like− who 　in　all 　nations 　equally 　are 　the　 irst　su　ere・rs　rom 　the　wa 〆
’
（Gilbert

　 Murray ，肋 s妙 伽 85，0UR 　I　933 ）．

　 「こ こ に 至 っ て 心 を
一

つ に して ，他 の こ と は 何 も考 え ず に ひ た づ ら綱 を 引 い て い る の は 農 た

　 で あ っ て 葡 萄 づ く りで あ リ オ リ
ー

ヴ づ くり と い っ た 農夫で あ る こ とが 分か る ．そ して ，農夫

　 は ど こ の 国 で も真 っ 先 に 戦 争の 犠牲 者 と な る 1
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テ イ カ 農 民 に．IE ま らず ， 敵方 ス パ ル タ の 農民 に も言 え る こ とで あ る
17
． ア

テ ー ナ イ海軍 は 敵 国 の 海 を制 し，．乗船 して い た 歩兵が 敵地 に 上 陸 し て 掠奪

した り，農 地 を荒 ら した りした
18
．密告 を嫌い ，誠 実 で 愛 国 の 情 篤 い 農 民

】9

は
， 兵役に 駆 り出 され ， 不平 も不満 も言 わ ず に 黙 従 し た ． 農民 を 除 く公務

員 や 民 会 員， そ の 他 の 市 民 な ど は ， 兵 役 を免 れ る 方 法 をあ れ こ れ と考 え だ

した の と は 好対照 で あ る
2°’L）⊥

． 黴兵 制 は農民 に は厳 し く， 町民 に は 甘 か っ

17Ehrenberg は
“Undoubtly 　the　farmers 　had　to　suffer 　m   re　than 　anybody 　else 　during

　 Lhe　Spartan　invasiens，… Even　in　S　arta
，
　it　is　said ，　it　was 　the　peasants 　und 　not 　the ‘big

　 peoplei　who 　suffered 　in　wnr ．・・一，　wh 〔l　had 　suffered 　from ！、thenian　I
’
aids

コ’
（Peace，622ff．）（V

　 Ehrenberg ，
’lke∫

’

eople 　ofAre
’
stophanes ，　Oxford，1946 ）．

　 （ス パ ル タ で もア テ
・一

ナ イ海軍 に よ っ て 同 じ よ うな苫 しみ を ス パ ル タ 農民 は 被 っ て い た、）
18

「
Eg ：　α しY血〔〜SvOSvb

’
ex｛うTC 〜しτ1Qε［⊆ 改v τ Lτ L卜⊥ω Qo 吐：1卜1ε VCX し

　　　　obbtv 　ai ・ 〔ω V 奩轍 V δQ由V τ蜘   δα ⊆ K α ・hσ 臼旧 V ．

　 TQ ：　Sv　b‘．lcn ト1赱v 　oOv ，老TlεCτ OtThv 　1（OQ 〔こlve 〔bv　Yi トzOu

　　　　赱ξ緬 ψα v，h  ・dゆ ilτ εv σ ［x　
］（aξεθQ εψ岬 11・・．（626−9）

　 （ヘ ル ： と い うの は．こ こ か ら復讐 の ため に 送 られた三
．
重櫓 舟

・
員が ．全 く罪 の な い 農民 の 木

　　　　に な っ て い る 無花果を喰い つ くした 0）だ か ら だ．

　 トリュ ： そ り ゃ 当然 の こ と．それ相応 の こ とをした ま で の こ とだ よ，だ っ て ，あ い つ ら は，

　　　　わ しの 無花果 を 切 り倒 し た の だ か ら．わ しの 植 え て 大事に 育て た．）

19 “The 　condition 　of 　real 　life　 seems 　to　be　reflected 　when 　the 　three 　 vocati   ns 　of 　peasant ，

　 merchant 　and 　artisan ，　all 　of 　thenl　e 〔lually
‘
virtuous 　and 　patyiotic

’
are 　opPosed 　to　the

　 activities 　of　the　mischief
−
ma ］dng 　sycophant

”
（V 　Ehrenberg ，7

’
he 」People　OfAn

’
stoPizanes ．　p．

　 91，0xfOl・d，］951 ）．

20Xo ・ 了、v 〔K
．
伽 δ

10b
（o しys・’cav τ exL，　be（Dσ LV　ot ・κ　drvextixεTa ，

　　　　Tdlq 卜赴亡v 艀Y9帥 ・ v τεく τ、ゆ v τω φ
1
歳v ω T ε 1（cxl・Ktitτ c・

　　　　εξα λE‘φ・ V τεφ i崩 τ9己⊆・甜 391・ V 　6
’
　Eσ e

’
h　
’
ξ・ δ。9

’

　　　　τψ bS σ しτ〔
1

　Ul ）K 　S〔〔）v ητ

】’
Ol）Y （lg　hδε【v εξk ｛）v

’

　　　　ε1τ［X　TiQO στb［g　7（e6g　T6v 　O［v δQLdiVτot　・T6v 　Hcxvδtovog

　　　　εibt’V 　 exOT6V ，1（d π ・ Qa・〜
1
　eEl　TC／・　1（α 1（ψβ凝 π ω ・・ 6π 6V．

　　　　τα OTα b
’
躯 確 丁ω ψ γQoiK ・ V ⊆　bQcl）σ L、　T ・ f，φ

1

εξ盛σ τ εω ⊆
　　　　’　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　 　　 　f1ττ〔，v ，　L1179 ’86 〕

　　　　（そ して ，あ い つ ら が 国 に い る 時に は ，あ い つ ら の や る こ と と きた ら我慢 な らん ．奴

　　　　等は t 我 々 の 名前 を徴兵 名簿 に 加 えた り消 した りして ．ひ どい こ と に，それ も二 度三

　　　　度 と 書 きなおす．我 々 は 明 囗 は 出陣だ．だ が ，奴 は携帯食を ま だ 買 っ て な い ．まさか．

　 　　 　 川 陣 す る な ど と は 思 っ て い な か っ た もの だ か ら．そ こ で ，奴 は ，パ ン デ ィ オ
ー

ン 0）像

　　　　の 前 に 立 っ て，自分 の 名前 を 見 て ，吃驚仰天 ，不幸 に 困 りは て て 走 っ て 行 く．奴等 は

　　　　百姓 ど も に こ うい う こ と を して い る の だ．そ して ，都会 の 奴等 に は 廿 い の だ が ．）
21 　

“On 　 co エnptait 　parmi 　eux 　un 　grand 　n   皿 bre　de　tbnctionnaires，　et 　bcaucoup 　dbxempt 呑s　de

　 droit　 comme 　les　 rnembres 　du 　S6nat．　Les　 autres 　cherchaient 直 se 　 soustraire 　 au 　 service ，

　 Si　parmi 】e8　hommes 　inscrits　sur 　les　r δles　du　recrutement ，　il　y　en 　avait 　que 　la　puret6 　de

　 leurs　sent ．iments 　d6mocratiques 　c 血t　signal6s 臼 la　faveurde δ taxiarques
，
　ceux

−
ci　savaient

　 bien ，　par 　de　faciles　 interversions 　dans 　1’Qrdre 　des 　 noms ，　Ies　 affranchir 　de　la　eorv6e ．

　 Quant　1
’
Asscmb16e 　avait 　d6cid6　qu

’
une 　lev6e　particlle　serait 　faite，　et 　ava 　it　fix6］e 　chi

’ffre
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た ． 従 っ て ， 農民 は ，都 市住民 の 分 まで も兵 役の 負担 を倍加 して 負わ さ れ

て い たの で ある ．

　 道徳 の 頽 廃 を生 む の が 戦 争 で あ る． 平和 の 女神が ヘ ル メ ー ス を通 じて ソ

ボ ク レ
ー ス の 安 否 を問 うた と こ ろ

， トリ ュ ガ イ オ ス が 「達者 だが シ モ
ー

ニ

デ
ー

ス に な っ た 」 （695 −7） と答 え る ． ソ ボ ク レ
ー ス は 高潔 有徳 な 大悲 劇

詩 人 で ，二 度 まで 将 軍 （σ τQα τηγ6⊆） に 推 され ， ま た ， シ キ リア 出兵 の 敗

北 後 は ． 10 人 委 員， 特 別委 員 に 推 挙 され た程 の 人格者で あ り勇敢 な戦 上

で もあ っ た
22

が
，

一
方 ，

シ モ ー ニ デ ー ス は 合 唱 隊歌 で 名 を残 した
LIS

大 叙

情 詩 人 だ が 詩 を売 っ た と い う汚 名 を残 した ． ソ ボ ク レ ー
ス が シ モ

ー ニ デ ー

ス の よ うに 貪欲 に な っ た と言 っ て い る こ と は 戦 争 が 生 む道徳 の 頽 廃 ， 倫理

観 の 低 F ，堕 落の
一

面 を比 喩 した もの と と る こ とが で きる ． 開 戦 当初 は 緊

張 感か ら こ の よ うな現象 は 稀 で あ っ た ろ うが t 戦 い が 長 び くと緊 張 感 が 次

第 に 弛 緩 ， 堕落 へ と傾 い て い く． 政 治家 ， 将軍 を筆 頭 に 庶民 に 至 る まで ，

デ マ ゴ ー グ， 讒 言 ， 誹謗 な ど に よ る 浮．ヒ， 凋 落 は 世 の 常 だが ， 戦争が 長 び

けば長 び くほ ど こ う した 傾 向が 顕 著 と な る の で あ る （603ff．） 農民 とて 例

外 とは 言 い 難 い ．

　戦争は悪 ， 暴政 が 生み だす もの で あ る．

　デ マ ゴ ー
グ ， ク レ オ

ー
ン の 如 き悪 し き政 治家の な せ る 業丁 戦争 （神）が

摺 鉢で 全 ギ リ シ ャ を摺 りつ ぶ す 時 の 擂 粉 木 は 「ギ リシ ャ をひ っ か きま わ し

た 革 屋 ．亅
24

ク レ オ ー ン の こ とで あ る ， Slcthlcexと KViCc5tω の 未完 了 過去 を用

　 des　soldats 　a　engager ，　le　taxiarque 　flevnitprendre 矗 la　suite 　dans ⊥a 　liste　des　inscr正ts　dG

　 chaque 　ann6e 　un 　certain 　nQmbr ε d’hopliしes ．　 111ul　arrivait
，　pavait

−il
，　de　choisir

　les　uns 　et

　 d’oublier 　les　autvres
’
（A ．　Croiset ，／liisto♪h．ane 　et　L’Anciemie　Com6die　Attiqzae，　P ．87 ，　Soci6t6

　 Frangaise　dlmperie　et 　de　T．ibrairie
，
　Paris ，1902 ）．

22P ．　Harvey 　lhe　Oxford　CemPanion 　to　ClassicalLiterature，　s．v．　
’SQI〕hoeles、

’
P・4 〔）1，0 ・U ・PL，1966

23S ．　T）．　Olson の コ メ ン タ リ ーに よ れ ば ．ソ ボ ク レ
ー

ス は エ ウ リ ピデ ス よ り もア リ ス トパ ネー一

　 ス に 高 く評 価 さ れ て い て ，後者 の 詭弁性 は 「蛙一の 屮 で こ れ が 批 判 さ れ て い る　女 神 は エ ウ

　 リ ピ デ ス に は 何 の 興 味を示 し て い な い と し て い る ．又 ．シ モ ニ デ ス は 優 れ た抒情 詩人だ っ た

　 が 詩 を 金 の た め に 書 い た ．

24Ku ：　 TO δEivcx ・／【め

　 　 　 iX 　7Td 八ω bN 　
’
A θnvα ［o しσ w α λεT9 〔βα w ）q，

　　 　 6 βUQ σ o π ‘‘｝人ng，δc　EICI）Kcx τf】v
［
Eλλ‘kδ‘；t 〔269 −270 ）
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い て い る の は ， こ の 時点で ク レ オ
ー

ン が 既 に 過 去 の 人で ある こ と を物語 る

もの ． 囚 み に ク レ オ ー ン の 「平和 」 の 中で の 出 番 は ， 固 有 名詞 で 現 れ る の

が
一

度 ， 他 は 何 れ も メ タ フ ァ
ー で 「ケ ル ベ ロ ス の 犬 」 （752）． 「革 の 恐 ろ

しい 嗅気 」 （752 ）T 「革 屋 1 （270 ） と三 度 で あ る ． ケ ル ベ ロ ス の 犬 と は冥

界の 番 犬 の こ とで ， こ れ も，彼が あ の 世 へ 逝 っ て い る こ とを暗示 して い る

もの ， 従 っ て ． 平 和 」で は ， 1ア カ ル ナ イ の 人 々 」 や 「騎 士 」 に 比 べ て ク

レ オ ー
ン へ の 風 当 た りは 弱 い ， 「ア カ ル ナ イの 人 々 」で は ． ク レ オ

ー ン を

ラ マ コ ス に ，
一
騎 十 」 で は， パ プ ラ ゴ ニ ア 人 の デ

ー
モ ス 家 の 下 男 に 置 き換

え て 痛 烈 に 攻 撃 し て い る の とは 好対 照 で あ る ． 「平和 」 に は ク レ オ ー ン の

な きあ と を 「ラ ン プ屋 」 （690） と して デ マ ゴ ー
グ ，

ヒ ュ ペ ル ボ ロ ス の 名

前が あが っ て い て ， プ ニ ュ ク ス の 丘 の 石壇 （民 会の 場 ） の 支配者 と な っ て

い て ， こ れ も又 ， 悪 し き政 治 家 で あ り， 国 民 ． わ けて も農 民 を 苦 しめ る 悪

しき政 治家 暴政 家 な の で あ る ．

II　平 和 と は

　11い と も厳か な る 姫 の 君 ， 平和 の 女 神， 歌 舞 の 司 ， 結 び の 司 」 （972 ） を

岩屋 か ら引 きだす と き， 「わ れ わ れ ， 白姓 だ け で や ろ うそ 」 と農民 が
一

丸

とな っ て こ れ を成 し遂 げ た ， こ れ は ， 農民 の 平和志 向の 如何 に 強 い か を示

す もの で あ る ． 農民 以 外の 引 き千は 飢 えや ，平 和 よ りも戦 争 志 向 とか ，又 ，

ア テ ー ナ イ に 与す る こ とを潔 し と しな い な ど， 夫々 が ， そ の 事情を抱 えて

い て ， 平 和 の 女神 を ひ きだ す こ と に 消 極 的 で あ っ た り， こ れ に 反 意 を示

す の に 反 して ， 農 民 に と っ て は ， 平和 は 命懸 け の 悲願
25

で ある ． そ して ，

こ の 「わ れ わ れ は もう 10 と 3 年あ なた （平和の 女神）を恋 い こ が れ て い る」

（・tσ ・V 　TQV7C6 με θ
「
hδη τQ‘齦 α iδε1ぐ 9τn）（989

−90 ）悲 願が ，
一

糸乱 れぬ

　 　 　 ！そ れ が ね，ア テ ーナ イ 人 共 か ，そ の 擂 粉 木 を な く し た ん で す ，ギ リ シ ャ を ひ っ か き

　 　 　 ま し た 革 屋 を で す よ ．）
25Yet 　the　peasants

，
　desire　for　peace 　is　not 　a 　mntt ，er 　o £ pure 　reasonmg 　and 　opper しunism ．

　 It　resulLs 　h・c〕m 　the 　specific 　attitude 　of 　peasants 　who 　cnn 　aombine 　 sober 　and 　material

　 calculation 　with 　an 　unreasoning 　devotlon 　1、⊂） 】nnc ］，tl｝ h〔，me 　and 　garden ，　to　their　crops 　and

　 their 　cattle （V 　Ehrenberg ，　The　PeoPle　ofA 　n
’
s　toPhαnes，　p．314 ）．
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結 朿 とな っ て 「女神 の な か で も一 番 楯嫌 い の 君」 （662） を引 きだす の に

成功 す る の で あ る ． 「思 え ば 長 い 年 月 で あ っ た な」 （hyrv　Saτ L　no 八λo σ憲 ，

XQ6v 〔ρ） （559 ）だ っ た の で あ る ．

農民 に と っ て の 平和 とは ：

一
τ6V τ ε φhληX16Q ）（1）v 　oL δbtvovτ

「・

ε正θ
’
6 π 6τα vh π επ ω v

，

εσ0‘ω Ka π 歪Xω

）（【黄μα φ6μ
’
r

”

cbρα しφレ、α し
” 畠

i〈α L

τoO θ
’bpc

’
〕v τ9〔βω V 　KViccl 〕｝．t（xv

　 T　 　　　　 　　　　 ド

K 酵τα γtγVOiAeXt7 τα ）（t）⊆

τ11VtKCtO τ ex　Toi ）θS（？ovg
−

　　（］164
−71）

（そ れ か ら まだ熟 れ ぬ

無花果 が 膨 らむの を見 る の も楽 しみ ，

そ して 熟 れ れ ば 貪 り喰 らうの だ ．

い い 季 節 だ な と菁 い な が ら，

タチ ジ ャ コ ウ ソ ウ （タ イ ム） を摺 りつ ぶ し て

あ れ に 利 くや つ を作 る の だ，

そ して 今 じゃ 太 っ て ま る まる

こ の 夏 の 盛 りに ，）

　戦 時に は ， こ ん な生 活 は 望 め な い ，平和 な と きに は ，畑 を耕 し， 果樹 を

育 て ，牛 や 羊 を飼 育 す る こ と こ そ 農民 に と っ て は至 Eの 幸福 で あ る
26
．

　妻 を娶 り， そ し て 「嚊 が 子 を産 み 」
27
， こ れ を育 て て

．一
人前 の 後継 者 と

26Xo ：

27Xo ：

（こ川 ・ ⊂｝ど画 ・・i  1〈α i・ L⊆ K α LYεω QY。〔⊆【IFSQC・、
d σ μεv6 ⊆ σ iδ⊂し・v π 卿 ぐ照 π av β・ 鳳）λ。 μα ・ T 改 呻 π 訟 ・ し，⊆’
τ（辷⊆鷲 σ UK α⊆，どえく ε「κb やOτど UUV 〔bv ＞ εcbτ f．QOg ，

☆σ轍 σ α σθα しθu ゆ ⊆巾 tv εστ1 π 。λλ・ σ ・ψ x96v ・・，．（556 −9）
i：正 し き者 と農 夫 が 長 い 間 待 ち望 ん だ今 目．あ な た様 に お会 い で きて 嬉 しう ご ざ る ，

そ して ，葡萄 の 木 に 挨拶 した い 気持ち は 山山．わ しが 若 い 頃 自分 で 植 えた無花果 の 樹

に キ ス した い 気持．そ の 凵が と う と うや っ て きた の だ ，＞

T ［xg τ E　YUV α LK α ⊆ τ LICτ ELi．r　l／卜⊥LV厂
K α Lτ r姆 α θ血 π 直vo

’6σ

1

ご1π ω A ‘σ α μεv
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一Eleotronio 　Library 　



The Society of Philosophy of Tokyo Metropolitan University

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Phllosophy 　of 　Tokyo 　Metropolltan 　Unlverslty

ア リ ス トパ ネース の 「平和」 に つ い て 59

す る ． こ れ は 農夫 に と っ て の み の こ とで は な い が ，特 に 農夫は頑健 な後継

者 が 必 要 な の で あ る ． こ れ も又 農 民 が 平 和 時 に 寄 せ る 心 か ら願 うと こ ろ ，

戦 時 に は ， こ の よ うに して 成長 した 男 r一が 戦 場 へ と駆 り 、レ：て ら れ て い く．

戦場 へ 引 きだ さ れ た 男子 は 嫁 と りもか な わず ， 従 っ て 後継 者 を得 ぬ 場 合 も

多 々 あ っ た ろ うし， 深刻 な問題 で あ る ， 戦 さに よ っ て 失 われ た もの の 復 興

再 生 も平和 に 於 い て の み 成 し得 る もの で ある．

　平和 とは 「輝 く刀 が な くな る こ と」（λ熊 α ｛τ

1
厩 θω v α σ ［δηQov）（1330 ），

戦 い に は 武器 は つ き もの ． だ が ， 平和 な時に は 槍 も剣 も不 要 で あ る ． だ か

ら平和 を つ くり出す こ とは即 ち ， 武 器 をな くす こ とか ら始 まる ． 武器 廃絶

こ そ 平和 の 絶対 条件 で あ る． 武 器 は 農 民 （ば か りか
一

般 庶 民 ） を絶 えず脅

迫 し濃 民の 根絶 さ え も辞 さ な い ．農民 の 声 は 即 ち，「武器 よ さ らば 」で あ る ，

　諸 神 の 祭礼 が 滞 りな く行 わ れ る こ と で あ る．

　古 代 ギ リシ ャ に お い て は． 政 治 と宗 教 が 密 接 不 口∫分 な もの で あ っ た． 政

治 とは 勿論， 経 国済民 の 謂 だが t 同 時 に， 良 き政 治 とは 諸神 の 祭礼 を立 派

に 執 り行 うこ とで あ る ， だが ，
一 旦

， 戦争 が 始 まれ ば ， 諸 々 の 支障 が 生 じ

る ． ペ リク レ ス の 対 ス パ ル タ戦略 は
， 部分 的 に は 成功 した が ， ス パ ル タ軍

に 地 上 の 覇 権 を 許 す と い う点で ， こ の 犠 牲 を 農民 が最 も受 けた の だ が ， 陸

路 は 絶 た れ て ，物 資の 輸 送 も人 の 往来 もま まな らぬ ． 大都 市ア テ ー ナ イ か

ら始 ま っ て ， 地 方の 小 邑 に至 る まで T 規模 の 大小 は あれ ， 祭の 行 列，祭 に

集 ま る 人 々 の 往来 を戦争 は 不可 能 に した
28
． 又 祭礼 に 必 要 な物 資 も供 給

が 不 如意 と な る ． こ うし た こ とか ら
r 戦 時 に は ， 神 々 の 祭礼 は時 に は全 く

行わ れ な い こ と もあ っ た で あ ろ う． トリ ュ ガ イオ ス が 「祭の に ぎわ い の 姫」

28TQ ：

σu λλ託 α σθα Lπ 猷 Iv ε猷 QXI1⊆．
λThξexiτ

1
α［θω v α σ C〜）nQov ．（1327 −30）

（嚊は 子 を 生 み ，共 に 失 くした もの を元 に 戻 し、そ して ，輝 く刃 に は．お さ ら ば だ ．）
α f）T η   εω Qifズ σ τi・ 

i）vhFtitg π e τε

SrtexioyEv　B曾cxvgtuvckb
’
て｝π o π επ ω K6 τεζ； （873 圏4）

〔こ れ が 、わ し らが ．そ の 昔 ．酒 を あ お り，J．〈鼓 を打 ち鳴 ら して プ ラ ウ ロ ー ン へ 向 か

う時 に迎 え た 祭 の に ぎわ い の 姫だ な．）
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を民 会 に 渡す と きに ， 「そ れ か ら， こ の 女 を持 っ て い れ ば ， す ぐさ ま， 明

B に も全 くす ば ら しい 競 技 が で き ます ぜ ・・… ・1 （894 −5） と述 べ る 、 こ の

女 と は祭 の に ぎわ い の 姫 で 7
こ れ は， 祭礼 を行 う際 に戦争の た め に 支障 と

な っ て い た もの を悉 く取 り払 っ て 平和 時の と きの よ うに 立 派 に 諸 神 の 祭礼

が で きる こ と を 意 味 す る
Z9
．

　農業 を は じめ 平和 産 業が 栄 え， 戦争屋 が 衰退す る ，

　戦 時 に は 農耕 ，果倒
．
の 栽培k 家畜 の 飼育が 満足 に 行 え な い ． 特 に ア ッ テ ィ

カ 農 民 の 場 合 は そ うで あ る ．鎌 は 農 具 の
一

つ ， 鎌 ， 鍬 ， 鋤 な ど農 具 が 十 分

に使 用 さ れ ない ま ま錆 び て し ま う． 農具 は 造 っ て も売れ な い ． 一 方， 武器

を造 IV　， こ れ を商 う者は 栄 え る ． そ して ， 平和 の 世 界 と なる と夫 々 の 立場

が 入 れ 代 わ る
3°
．武 器 商 人 が や っ て きて （1208 −9），兜 の 飾 毛 屋 ，胴 鎧 屋 ，ラ ッ

パ 屋 ，槍研 師 も，夫 々 が 商 売 あ が っ た り，（μ
’
‘冫TQUY α ［凌 π 〔bAεσcxg ．）（1210 ）

と嘆 く．胴 鎧 は． 便 器の 金 隠 し に ， ラ ッ パ は鉛 を つ め て コ ッ タボ ス に ，槍

は 葡 萄 の 添 え木 に とい っ た 具 合 に 平 和転 用 が 望 ま し い （1210 −69）．
’
ド和

産 業の 歓 呼 と戦 争屋 の 悲鳴 が 聞 こ え る ．

29TQ ：　（｛｝ 〔1）レ 
．’
Ev トしf1こで・λλcxβε

　　 　 Tlplv 　TrQ 〔〕ObFiω g　TTIv δt
’
　］〈．ixL　E、vv 　E・Ai〈し】o

’
ox ，，

　 　 　 ｝（α 〔σ OL τα Y εnf（ir．A
’
hVFIg王コ「α v α 011vα ビ 渓ξo μεv

　 　 　 π ‘ltσ α c　Tt
’
　T｛＞tg　［N从 α ⊆τ ど八E τどxく τ改 τd）v 　O ε〔こlv，

　　　 ト」vu
’・
［TlpC

「
Ek，

卜1爵，△【π 0〈〔εビ．八 b〔∠，VL α
・
　（・116 ・2C〕）

　 　 　 （さあ、ヘ ル メ
ー

ス さん ，わ し ら に 手 を 貸 し，女神 を 引 き 出 す の を r・k一
っ て く だ さ れ 、

　 　 　 そ した ら．あ な た の 為 に ，わ し ら は 大パ ン ア テ
ー

ナ イア 祭 や ，他 に 神 々 の 祭 り に 全 て 、

　 　 　 デ
ー

メ
ー

テ
ー

ル ，ゼ ウ ス ，ア プ ロ デ f 一
テ
ー

の お 祭 り も、ヘ ル メ ース の 祭 り に し ま す ．）

30 △QEπ α vovpy6g ；　ゆ φLXuα T 　

1
ω T 〔〜u γα ゼ 60

’
τhyrkgτ cSYtxOiX

　 　 　 　 　 　 　 　 bεδ9α 1くα ⊆ε ゆhvηv π o し鳶σ α く
’
c［・9　nQb 　Too

　 　 　 　 　 　 　 　 of 〕bε廴⊆ επ 9臓 で 毳v δ9επ αvov 　QO 蕊 KQ 入λかβou ，

　　　　　　　　Vuvi δE’TIとVTTI1 くQv τα cbocxXpcbv 　t卜⊥7【〇八（L・’　（1198
−1201 ）

　 〔鎌作 り ： 親愛 な る ト リ ュ ．ガ イ オ ス の 旦 那，あ ん た は 世 の 中 を
’
ド和 に し て ，わ しらをど ん な

　　 　　 　 に幸せ に に して くれ た こ と か．今 菖の こ の 日 ま で 誰
一入，鎌に び た

一・
文 も払 っ て

　 　 　 　 　 くれ な か っ た の に，今 じ ゃ ．50 ドラ ク マ で 売 れ る わ い ．）

　
』
0 πλω V1 くα π ・1入6く ・ ab　buc・殴 紛 α Q ・ξ b叫 L・ V （1’）⊆ ト牝

1
敵 ゆλヒσ α ⊆・

　　 　　 　 　　 　 6で αv てεδω ｝（〔愛Y
．

（IXVTi　ul ）vbE 　PtX）itv　TIO τt’

　　 　　 　 　　 　 ・（α lvわv ・吶 跳σω π ‘⊆Y的 αOで ゆvh σ どτα ・； 〔1250 −2）

　 　（兜屋 ； 何 と無慈 悲 な神 よ，わ し ゃ ．も う破滅 じ ゃ ．だ っ て ， こ れ じ次’あ，い ま まで は，

　 　 　 　 　こ の 兜 に 1 ム ナ
ー

攴払 っ た ．こ れか ら は ．ど う し た ら よ か ん べ ．誰 が こ れ を 買 っ

　 　 　 　 て くれ る ．）
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　平和 とは ， よ く研 が れ た鍬 （σΦ恥 α λα pπ Φ v ） （566 ＞ で あ る ． 戦争 は

農業生 産 を停滞 させ ， 更 に 阻止 す る ． 農 具 の 使用 が 稀 と な り， 又 ，不 口∫能

な ら しめ る ． 戦 争 と は ，斯 くの 如 く鍬 の 錆 を意 味 す る ．
一

方 ，戦 時 に は，

槍 と剣 は 研 ぎす ま さ れ て 殺戮 そ の もの とな る ， 平和 は 「秋 の 実 りの 姫」 を

伴 っ て 研が れ た剣で は な く， 研が れ た鍬 を農民 に 届け る の で ある ，

　兵 役免 除万 歳 ．

　農民 に と っ て の 平和 とは ， また， 徴兵 名簿 に 名前が 載る こ との な い 日の

到 来 を意 味 す る （1179−86）， 又 ， 農 民 が 戦 場 に 駆 り出 さ れ た 時 r 屡 々 目

撃す る 隊長の 見苦 し い 振 る 舞 い ，負 け戦 と もな れ ば ，命惜 し さ に顔 面蒼 自，

鶏 の 脚 を持 っ た 馬 の 如 くに
一

目散 に 逃 げ て い く． 兵士 は ひ と り取 り残 され

て 幻 滅 を 感 じ させ られ る
31
． 平和 が 蘇れ ば 兵役免除 の 臭い の す る祭 の に ぎ

わい の 姫 の ご 来臨 を仰 い で 戦争 （神 ） と訣 別す る こ とが で きる
32
．

結 　び

　戦 争 と は ， 平 和 の 敵 で あ る ． 取 り分 け T 農民 に と っ て は 平和 を犯 す も

の ． こ の 事 実 は 明 々 白々 の 事実 で あ る だ け
一

層 忘 れが ち の もの で あ る ． 戦

争 は 戦争 に よ っ て 利益 を得 る 者以 外 の 全て の 者 に 破壊を もた らす もの で あ

り， 逆 に 平和 は 破壊 な き生 塵 を もた らす ．破 壊 は不幸 を ，生 産 は 幸せ へ の

道 を拓 く．戦 争 の 最 大 の 犠 牲者 は 命の 糧 を生 産す る 農民 で あ る ．「平 和 一」は ，

31Xo ；　ilVb ≦ π ev 　bt’η 卜鹸 xεσ θ
1
　ExovτcxτhvφOLVL ｝ciδa ，

　 　 　 τηvuc αOT
’
α fπ 〜）9136 信α π T α ・β（擁且卜⊥ex　Ku こLICT］VLK 〔）V

・

　 　 　 融 T α φじbγU π 帥 τ 。9　abσ πεQ　eOVθ0 ⊆　L7（n α λclcTpLxbv

　 　 　 τo 心⊆ λ6Φou ⊆ σ ε〔ω v
’tYdbび ぎσ τT］KtX

”
八Lvorrr （t）p［εvog

”．廴117 「
J
−8）

　 　 　 （だ が ．あい つ （隊長） が ．あ の 出 で 立 らで 戦 わ に ゃ な ら ぬ 段 に な る と顔 が 真 っ 青に な っ

　 　 　 て 命か らが ら逃 げ て 行 く　馬鶏 さな が ら に，と こ ろ が ．わ し の 方は ，後 に と り残 さ れ て ，

　 　 　 兎狩 りの 罠番 の よ う に．）
32TQ ：　ゆ θ E“．）Qiex、

　 　 　 〔）〔ov δ
「S）CEL⊆ tcb π Q6 【）ω π 〔】v 　d ）θ ｛ω 〔〜（cx，

　 　 　 ・）［・ vb 縦 v ετ〜，砿 1、δOK ‘れ 血 τ琳 照 9δ匸α く，

　 　 　 γλUKI ）τα τ 1丿v 〔b｛〕η ε曳｝diffTQCtτ EiCXC 　i〈a しトu 勾OP ．（523 −26 ）

　 　 　 （祭 び）に ぎわ い の 姫，あ な た 様 は 何 と 美 しい お頗 を して お い で か ！ 女神 さ ま，何 と芳

　 　 　 し く，わ し の 心 は う っ と り，何 と 日
’
く，兵役免除 の 　水だ ！）
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ア ッ テ ィ カ 農 民 を代
．
表す る 葡萄 作 りの ト リ ュ ガ イオ ス が 単 身ゼ ウ ス と敢然

と 対 決 し， 戦 争 を退 けて
．平和 の 象徴 な る 女 神 を， 神 々 の な か で 最 も崇 高

に して 最 良 の 葡 萄 作 りの 友 で あ る 女神 （唾 V θε〔bv π α σ d）V 　PI．Eγ〔στηV　1〈exL

φ叭α μπ ελω Td τηv ．） （308） を伴 っ て 地 上 に 還 る 英 雄 の 凱旋 の 歌 （heroic

triumpha 砿 hymn ）で あ る ． トリ ュ ガ イ オ ス は ア ッ テ ィ カ 全 農 民 の 平 和

へ の 悲願 成就 の 使命 を達成す る の で あ るが ，彼 の 場 合 は ， デ ィ カ イ オポ リ

ス と違 っ て ， 単 に ア ッ テ ィ カ 農 民 の た め で な く， ス パ ル タ を も含 む 全ギ

リ シ ャ 的 （pan 　hellenic） な平矛冂獲 得で あ る e 彼 は 全 ギ リシ ャ の 英 雄 で あ

り， 全 ギ リ シ ャ の 救世 ⊥ （σ ω 噛QY 的 翫π α σ Lv 血v θQd ）π Otg
− 915 ）で あ

る
3’s・／3．，1，35

．

ズ　　　　　　T 　　　　　tt　　　　　　　コ　　　　う　　　　　　　　　　’
τ し⊂ QuV α V 　OU く ε π α しV εσ εしεV

dtVδ（？cx　TO しの τ OV ， 6σ τ し⊆

π 6λλ
’
武v α τλ的 ぎσω σ と

τ而V ［t／Q（：tv π 6λL∀ ；

tt　　　　　　　’　　　　　コ　　　　．t　　　　　　’　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　T．
ω σ τ　OVXL 卜U17 （CXUOT 、l　T

’
［OT 　ω V

ζτ1入ω τ6⊆ d π exσ LV．（1033 −8）

今 で は
， 誰が こ の よ うな 男 を称賛 し な い で お ら れ よ う．

度重 なる 苦 難 を乗 り越 え て ，

わ れ らが 聖 な る 都 を救 い し者 を．

更 に は， お 前 は 未来永劫 に

皆の 憧 れ の 的 とな ろ う．）

3 ：IXo ：　T 〔9 て）Ov 血v 　Ol ）K 　tπ eXLvE σ ELε v

　　 　 直v δρα τ OLob π ．ov ，6v τ
’
｛g

　 　 　 π 6八パ rkVCXτ八（．rc ぎσ ω σ ゼ

　　　 τhv［εC）drv π 6λLv ； 〔1033 −6 ）

　　 　 （今 で は ．入 とい う ひ とが 皆 こ の 男 を称 賛 す る だ ろ う、勇敢 に も幾多 の 苦 難 を
．
乗 り こ

　　 　 え て 我 ら が 聖 な る 都 を 救 っ た の だ か ら．）

34 ’
℃ 1early　Trygaios　hex’c　is　 not 　to 　be　imagined 　 as 　 a 　 Ilew 　Dikaiopolis 　 who 　has 　gained

　 something 　fbr　himse正±
．
　but　as 　a 　rcpresentative 　Athenian 伽

・
mer 　in　whese 　 a （：hievement

　 all 　his　fe】Iow −eitizens ，　 whet ，her 　he　likes　them 　 or 　not ，　 nGcessarily 　share ．　His　wedding 　is

　 止 enewlv
−
won 　sL 矧te　of 　pea 〔le

）コ
（K ．　J．　Dover ，　An

’
stophanic 　Comed）

・，　P．139 ，　Univcrsity　of

　 California　Press，］．992 ），

35
”
Trygaios　talks　the　language　 of 　altruisrri ，　and 　that 　nu しonly 奥 the　na 運 e　ofAthens 　but　in

　 旦ユξlr翼 胆 e　of 　the 　whole 　Greek 　world
”
（ibid．　P ．137 ）．
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ア リス トパ ネー
ス は ， そ の 不 条理 で 暴力 の 君 臨 の もとで 凡 て を破壊 しつ く

し，再 生 の 可 能性 の 芽 を も摘 み と っ て し ま う戦争 を 農民 の 立 場か ら眺 め た．

しか も
，

こ の 戦争た る や 異 国 ペ ル シ ャ との 戦 い とは 異 な る ギ リ シ ャ の 同 胞

ア テ
ー ナ イ ， ス パ ル タ 間 の もの で あ る ， か つ て ， ギ リ シ ャ に と っ て 常 に 脅

威 で あ っ た ペ ル シ ャ と の 戦 い で は ， 自国 の 威信 と平 和 の た め に ギ リシ ャ は

挙 国
一

致 こ れ と戦 っ た が ． ペ ロ ポ ネー ソ ス 戦 争は 自国 の 都市間の 争 い で

あ る ． 血 を分 け あ っ た 同胞 の 争 い で あ る ． こ の こ とを作 者 は深 く憂 い ， こ

の 終決 を切 に 望 ん で い た
：］6
． そ して T こ の 利 平実現 の 希望 が 見 えて きた 昨

今，作者 は ，シ ナ リオ の 実現 を，戦 争 の 最大の 犠 牲者で あ る （全）ギ リ シ ャ

の 農 民の 平和 の 希求 を， 神 界か ら下 界に 亙 っ て ， 戦 争が もた らす諸 悪 ，諸

弊害 を，或 もの は想像 に よ り，或 もの は現実 の もの と して 劇 化 し，悲 喜 交 々 ．

哄笑 と歓喜 の うちに 歌 い あ げた の で あ る ．
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